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宮 野 地 域 交 流 セ ン タ ー が 新 会 場 に

口 市 宮 野 上 ） で 開 か れ てき た 同 ま つ り は 、 毎 年 約９ 千 人 が 訪 れ る 人 気 の 催し 。 コ ロ ナ 禍 の た め 一 昨年 か ら 中 止 さ れ て い たが 、 今 年 は 感 染 症 対 策 や交 通 面 で の 安 全 を 考 慮し 、 同 セ ン タ ー へ 場 所 を移 し て の 開 催 と な っ た 。

　
第

3 8回 「 宮 野 ホ タ ル ま

つ り 」 が 、 き ょ う ４ 日 午後 ４ 時 か ら ８ 時 半 ま で 、宮 野 地 域 交 流 セ ン タ ー
（ 山 口 市 宮 野 下 ） で 開 か

れ る 。 主 催 は 宮 野 ホ タ ルま つ り 協 賛 会 。

　

　
１ ９ ８ ５ （ 昭 和

6 0） 年

か ら 山 口 ふ れ あ い 館 （ 山

　
イ ベ ン ト

ス テ ー ジは 、 ５ 時 半か ら 宮 野 中吹 奏 楽 部 によ る 演 奏 で幕 開 け 。 ６時 か ら は 、毎 年 ホ タ ルの 幼 虫 を 飼育 し て い る宮 野 小 や 作文 ・ イ ラ スト の 表 彰 、代 表 児 童 に

　
館 内 の １ 、 ２ 階 で は ホ

タ ル に 関 す る 展 示 が さ れる 。 １ 階 で は 、 宮 野 小 ホタ ル 委 員 会 に よ る 活 動 紹介 パ ネ ル や 児 童 ら の 作文 ・ イ ラ ス ト に 加 え 、 一般 応 募 作 品 の ホ タ ル 写 真展 示 も 。 ２ 階 で は 、 第 １回 ・ ２ 回 の ホ タ ル ま つ りの 様 子 を 紹 介 し た ニ ュ ース 映 像 な ど が 見 ら れ る「 映 写 の へ や 」 や 、 新 企画 「 物 知 り 博 士 の へ や 」が 登 場 。 同 セ ン タ ー 周 辺で は 以 前 の 開 催 場 所 の よう に ホ タ ル が 飛 び 交 う 様子 を 見 る こ と が 難 し いが 、  「 ホ タ ル に つ い て 知っ て ほ し い 」 と 考 え た 同会 が 、 国 内 で も 有 数 の ホタ ル の 里 と さ れ る 下 関 市豊 田 町 に あ る 「 豊 田 ホ タル の 里 ミ ュ ー ジ ア ム 」 に相 談 。 協 力 を 快 諾 し て くれ た 同 館 の ホ タ ル の 標 本や 紹 介 パ ネ ル 、 Ｄ Ｖ Ｄ など の 資 料 に 加 え 、 カ ブ トム シ な ど 貴 重 な 昆 虫 標 本な ど も 貸 出 展 示 さ れ 、 さな が ら 「 ミ ニ 博 物 館 」 とな っ て い る 。　
駐 車 場 は 同 セ ン タ ー 向

よ る 作 文 朗 読 な ど の セ レモ ニ ー が あ る 。 続 い て ６時 半 か ら は 吉 敷 鳳 翩 太 鼓ジ ュ ニ ア 部 、 県 立 大 学 吹奏 楽 部 Ｂ Ｌ Ａ Ｚ Ｅ に よ るア ン サ ン ブ ル 演 奏 や 、 西京 華 伝 隊 の よ さ こ い 演 舞が 披 露 さ れ る 。

　
広 場 に は 、 宮 野 商 工 振

興 会 や 宮 野 小 Ｐ Ｔ Ａ な ど各 協 力 団 体 に よ る 飲 み物 、 焼 き 鳥 、 フ ラ イ ド ポテ ト 、 焼 き そ ば 、 わ た がし な ど の 飲 食 店 が 並 ぶ 。さ ら に 、 和 菓 子 付 き の 抹茶 席 や 、 ク イ ズ ラ リ ー 、

か い の 宮 野 小 グ ラ ウ ン ドと 宮 野 中 グ ラ ウ ン ド に 、駐 輪 場 は 宮 野 小 正 門 に 用意 さ れ る 。 入 口 は 、 宮 野郵 便 局 と 同 セ ン タ ー を 結ぶ 道 路 側 の １ カ 所 の み に設 置 さ れ 、 ４ 時 か ら ８ 時

半 （ 予 定 ） ま で 車 両 交 通規 制 が か か る 。　 「 場 所 は 変 わ っ た が 、宮 野 小 の 子 ど も た ち の ホタ ル 飼 育 活 動 へ の 感 謝 は変 わ ら な い 。 新 し い 企 画も あ る の で 、 楽 し ん で もら え た ら 」 と み や の 地 域づ く り 協 議 会 の 礒 部 政 志事 務 局 長 。 問 い 合 わ せ は同 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－ ５ ０ ０ ５ ） へ 。

千 本 つ り 、 お 菓 子 す く いの コ ー ナ ー も あ る 。

目 を 瞑 る と

　
赤 い マ ニ キ ュ ア の 中 指 が 一 本 、 四 十

五 度 の 角 度 で 瞼 の 裏 の 暗 闇 に 出 て 来る 。 昼 間 テ レ ビ で 見 た ウ ク ラ イ ナ 南 東部 を 走 る 戦 車 砲 の 角 度 で 。 急 い で 目 を開 け る 。 中 指 と い え ど も 発 射 し て は なら な い 。 一 日 の 労 働 に つ か れ 、 眠 り に入 ろ う と し て い る ど こ か の 国 の 誰 か の心 臓 を 射 抜 く か も し れ な い 。　
目 を 開 き 、 足 を 揃 え て 枕 を 正 し 、 も

う 一 度 目 を 瞑 る 。　
目 の な い 人 の 顔 が あ る 。 誰 な の か わ

か ら な い 。 古 い 家 の 鴨 居 の 上 に 飾 っ てあ っ た ご 先 祖 様 の 誰 か の よ う な 。 目 を

　
さ あ 、 寝 よ う 、 と 布 団 を

首 ま で 引 き 上 げ 目 を 瞑 る とい ろ ん な も の が 現 れ る 。

凝 ら す と 顔 は 揺 れ 崩 れ て 行 く 。 あ なた は 誰 な の で す か ？

　
私 に 何 が 言 い

た い の で す か 。 遠 い 昔 か ら の 私 へ の伝 言 が あ る の で す か 。 顔 は ま す ま す揺 れ て 闇 の 中 に 散 っ て い く 。　
も う 一 度 目 を 開 け 、 寝 返 り を う っ

て 再 び 目 を 瞑 る 。 固 く 瞑 る と 、 小 さい 光 が パ ッ パ ッ パ と 点 滅 す る 。 脳 から 送 ら れ て き た 信 号 の よ う だ 。 瞬 いて い た 光 が 一 つ に 集 ま っ て 光 の 道 を作 る 。 つ い て 行 っ て み よ う 。 道 は 細く な り 終 わ り か 、 と 進 む と 、 又 、 同じ 道 が 出 現 す る 。 歩 く 。 両 側 は 闇 。ど こ に 行 く の だ ろ う 。 独 り だ 。　
目 を 瞑 る と わ け の わ か ら な い も の

が 現 れ て 、 怖 く て 眠 れ な い 。 目 を 開き 、 ラ ジ オ を つ け 現 世 の 人 の 声 を 聞く 。

場 所 を 変 更 し て  ３ 年 ぶ り に 開 催

宮 野 地 域 交 流 セ ン タ ー で  「 宮 野 ホ タ ル ま つ り 」
き ょ う

新 企 画  「 ホ タ ル ミ ニ 博 物 館 」  も
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 １ 行 記 事　 「 や ま ぐ ち 地 産 ・ 地 消 フ ェ ア 」 が 、 フ ジ グ ラ ン 宇 部 （ 宇 部 市 明 神 町 ） で ５ 日 （ 日 ） ま で 開 催 さ れ て い る 。 「 宇 部 ・ 美 祢 地 域 む ら ・ ま ち 交 流 フ ェ ア 」 も 同 時 開 催 。

頭  痛 ・ め  ま  い ・ も  の  忘  れ

新 し い 片 頭 痛 治 療  （ ５ ）
診 察 中 (1 5 0 )

姜 等 の 香 味 野 菜 、 唐 辛 子 等 の香 辛 料 で す 。 ト マ ト 、 ナ ス 、ト ウ モ ロ コ シ 等 の 夏 野 菜 は 胃腸 の 機 能 を 高 め ま す が 、 生 で食 べ る と 体 を 冷 や す の で 、 加熱 調 理 を お す す め し ま す 。 が こ も り 熱 中 症 の よ う な 状 態 に な り ま す 。 湿 度 上昇 は 、 片 頭 痛 誘 発 の 因 子 に も な り ま す 。 東 洋 医 学で は 体 調 不 良 を 引 き 起 こ す 湿 気 を 「 湿 邪 」  、 水 の 巡り が 悪 く 、 余 分 な 水 を 溜 め 込 み や す い 体 質 を 「 水滞 」 と 呼 び ま す 。 日 頃 か ら 基 礎 代 謝 を 上 げ る ト レー ニ ン グ を し て 、 汗 を か き や す い 体 を つ く る こ とが 大 切 で す 。 １ 日

1 5〜

2 0分 の ジ ョ ギ ン グ が お す す

め で す 。 梅 雨 時 期 に お す す め の 食 材 は 利 尿 作 用 のあ る キ ュ ウ リ や ス イ カ 、 ゴ ー ヤ 等 の 瓜 類 、 黒 豆 や鳩 麦 等 の 豆 類 、 発 汗 作 用 の あ る セ ロ リ 、 ネ ギ 、 生

Ｑ . 気 象 頭 痛 を 持 っ て い ま せ ん か ？︵ ３ ︶Ａ .

梅 雨 に な る と 体 の 重 だ る さ や む く

み 、 食 欲 不 振 、 消 化 不 良 等 、 体 調 が 悪く な る 人 が い ま す 。 湿 度 が

7 5％ を 超 え

る と 汗 が 蒸 発 し に く く な り 、 身 体 に 熱

の よ う に 姿 は あ ま り 見 ら れま せ ん が 、 さ え ず り は「 特
と っ き ょ

許 許
き ょ

可
か

局 き ょ く

」 と き き な し

で 表 さ れ 、 遠 く ま で 響 き ます 。　 「 鳴 か ぬ な ら 鳴 く ま で 待と う ホ ト ト ギ ス 」 と い う 有名 な 句 に も 出 て く る よ うに 、 ホ ト ト ギ ス は 古 く か ら親 し ま れ て き た 鳥 な の です 。

　
カ ッ コ ウ の 仲 間 で 、 姿

も よ く 似 て い ま す 。 繁 殖の た め に 南 方 か ら 日 本 に渡 っ て き ま す が 、 自 分 では 子 育 て を せ ず 、 主 に ウグ イ ス の 巣 に 卵 を 産 み ます 。 こ れ を 托

た く ら ん

卵 と い い 、

そ の ま ま 雛 を 育 て て も らい ま す 。 カ ッ コ ウ の 仲 間は 日 本 で は ４ 種 見 ら れ 、ど れ も 決 ま っ た 種 類 の 鳥の 巣 に 托 卵 を し ま す 。　
ホ ト ト ギ ス は ウ グ イ ス

3 9

ホ ト ト  ギ  ス

カ ッ コ ウ 目 　 カ ッ コ ウ 科
［ 全 長 ］ 　 2 8 c m
［ 時 期 ］ 　 夏 に 見 ら れ る 夏 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

信 木

　
愛

事 例 1 1 0 5

消 費 生 活 相 談
電 気 の 契 約 ト  ラ ブ  ル  にご 注 意︻ 相 談 ︼

来 訪 し た 事 業 者 に 「 電 気 代

が 安 く な る 」 と 勧 誘 さ れ て 電 気 の 契約 を 変 更 し た 。 居 住 中 の マ ン シ ョ ン全 体 で の プ ラ ン 変 更 と 思 わ せ る 勧 誘だ っ た が 、 実 際 は 今 と 別 の 電 力 会 社と の 契 約 だ っ た の で 解 約 し た い 。
︻ 回 答 ︼

突 然 の 電 話 勧 誘 、 訪 問 勧 誘

に よ る 契 約 は 、 法 定 の 契 約 書 面 を 受け 取 っ た 日 か ら ８ 日 以 内 で あ れ ば 原

則 ク ー リ ン グ ・ オ フ が可 能 で す 。 ま た 、 供 給開 始 前 で あ れ ば 、 契 約を キ ャ ン セ ル で き る 場合 も あ る た め 、 慌 て ずに 対 処 し ま し ょ う 。

　 「 電 気 代 が 安 く な る 」 な ど と 勧誘 さ れ て も 安 易 に 契 約 せ ず 、 料 金プ ラ ン や 算 定 方 法 な ど を 確 認 し 、よ く 検 討 し て か ら 決 め ま し ょ う 。　
勧 誘 の 際 、 大 手 電 力 会 社 な ど を

名 乗 る ケ ー ス も あ る た め 、 実 際 に契 約 す る 事 業 者 の 名 前 や 連 絡 先 はよ く 確 認 す る こ と が 大 切 で す 。 契約 の 意 思 が な い 場 合 は 、 は っ き り断 り ま し ょ う 。　
ま た 、 検 針 票 の 記 載 情 報 は 重 要

な 個 人 情 報 で す 。 勧 誘 時 に 情 報 を聞 か れ て も 教 え な い よ う に し ま しょ う 。 特 に 、  「 検 針 シ ス テ ム が 変わ り 、 新 し い メ ー タ ー を 設 置 す る必 要 が あ る 」 な ど と 言 っ て 、 情 報を 聞 き 出 す 事 例 が 多 い た め 、 注 意し ま し ょ う 。

県 消 費 生 活 セ ン タ ー （ 相 談 電 話 0 8 3- 9 2 4- 0 9 9 9 ）

《 聖 な る も の �T H E-I V 》2 0 1 3 年 、
油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス 、 ホ キ 美 術 館

～ 1 9 日
　

1 9日  （ 日 ）  ま で 、 県 立 美

術 館 （ 山 口 市 亀 山 町 ３ 、☎
０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

７ ７

８ ８ ） で 企 画 展 「 野 田 弘志
　
真 理 の リ ア リ ズ ム 」

が 開 催 さ れ て い る 。　
１ ９ ３ ６ 年 韓 国 （ 本 籍

地 は 広 島 県 ） に 生 ま れ た野 田 は 、 東 京 藝 術 大 学 卒業 後 は イ ラ ス ト レ ー タ ーと し て 活 躍 し て い た が 、
3 0代 半 ば か ら 画 業 に 専 念

す る よ う に な っ た 。

8 3年

に は 加 賀 乙 彦 の 小 説 『 湿原 』  （ 朝 日 新 聞 朝 刊 連載 ）  、

8 7年 に は 宮 尾 登 美

子 「 松 風 の 家 」  （  『 文 藝 春

秋 』 連 載 ） の 挿 画 を 担当 。 一 貫 し て 見 事 な リ アリ ズ ム で 描 い て き た 。

  

　
今 回 は 、 学 生 時 代 、 イ

ラ ス ト レ ー タ ー 時 代 、 画壇 に 登 壇 し た 時 期 の 作 品の ほ か 、 近 年 手 が け て いる 等 身 大 肖 像 画 な ど 約 １８ ０ 点 を 展 示 。 現 代 日 本の リ ア リ ズ ム 絵 画 を 代 表す る 野 田 が 歩 ん で き た「 リ ア リ ズ ム の 道 」 を 回顧 す る 展 示 内 容 と な っ てい る 。　
同 館 専 門 学 芸 員 の 矢 追

愛 弓 さ ん は 、  「 観 察 に 基づ く リ ア ル な 描 写 と

を 撮 っ た 後 、 卵 は ５ 個 に増 え 、 ヒ ナ が か え っ た もの の 、 あ る 日 突 然 、 巣 ごと 忽 然 と 消 え て し ま う 。次 世 代 の 命 を 守 る た め 、繊 細 に 頑 丈 に 作 ら れ て いる 鳥 の 巣 が 、 何 か あ る と度 前 期 日 程 の 受 講 生 を 募集 し て い る 。　
今 年 ３ 月 に 事 務 局 が 新

規 講 座 の 開 設 を 呼 び 掛 け

儚 は か な

く 消 え て し ま う 。 そ ん
な 命 の 尊 さ 、 生 き て い るこ と の 奇 跡 に つ い て 考 えさ せ て も く れ る 作 品 」 と語 り 、  「 モ チ ー フ が ま るで 目 の 前 に 在 る か の よ うな 、 驚 く ば か り の リ ア ルさ 、 存 在 感 を 堪 能 し て 」と 来 場 を 呼 び か け て いる 。　

開 館 時 間 は 午 前 ９ 時 か
ら 午 後 ５ 時 ま で （ 入 館 はた と こ ろ 、 シ ニ ア 生 活 にお け る 整 理 術 が 学 べ る 講座 と 発 酵 食 品 に つ い て 学べ る 講 座 の 二 つ が 提 案 ・採 用 さ れ 、 新 た に 加 わ った 。 テ ー マ ・ 次 回 開 催 日時 ・ 会 場 は 次 の 通 り 。　 ﹁ ま ち の 未 来 ・ イ メ ージ 工 房 ﹂

1 1日  （ 土 ）  午 後 ２

時 〜 ・ 小 郡 地 域 交 流 セ ンタ ー 他 ▽

﹁ シ ニ ア 生 活 の

整 理 を 考 え る 勉 強 会 ﹂

７

月 ９ 日  （ 土 ）  午 前 ９ 時 半〜 ・ 同 ▽

﹁ 家 族 学 研 究

会 ﹂

８ 月 〜 （ 日 程 は 申 込

者 に 連 絡 ）  ・ 大 殿 地 域 交流 セ ン タ ー 他 ▽

﹁ 森 の 学

校 ﹂

７ 月 ９ 日  （ 土 ）  午 前

1 0

時 〜 ・ 大 歳 地 域 交 流 セ ンタ ー 他 ▽

﹁ シ ベ リ ア ・ シ

リ ー ズ 研 究 会 ﹂

2 6日

（ 日 ）  午 前

1 0時 半 〜 ・ 山 口

ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ン ター ▽

﹁ ク ラ フ ト で 山 口 の

地 域 を つ な ぐ ﹂

７ 月

2 8日

（ 木 ）  午 前

1 0時 〜 ・ 同 ▽

﹁ ス マ ホ ・ タ ブ レ ッ ト 講座 ﹂

７ 月

2 3日 （ 土 ）  午 前

1 0時 〜 ・ 同 ▽

﹁  ﹃ 発 酵 ﹄

っ て 何 だ ろ う ﹂

1 1日

（ 土 ）  午 後 ２ 時 〜 ・ 同 ▽﹁ Ｙ Ｉ Ｃ Ａ ア ー ト 講 座 ﹂７ 月 ８ 日  （ 金 ）  午 後 ７ 時〜 ・ Ｙ Ｃ Ａ Ｍ ▽ 「

ま ち の

音 楽 室 ﹂

2 5日  （ 土 ）  午 後 ７

時 〜 ・ 山 口 市 菜 香 亭 ▽

﹁ 木 工 入 門 ﹂

９ 月

1 7日
　

（ 土 ）  〜

1 9日  （ 月 ）  午 前 ８ 時

半 〜 ・ 山 口 大 学 ▽

﹁ こ ど

も と ア ー ト ﹂

1 8日  （ 土 ）  午

前

1 0時 〜 ・ 場 所 は 申 込 者

に 連 絡 ▽ 「

Ｖ Ｒ 体 験 講

座 ﹂

要 望 に 応 じ て 訪 問 。

　
申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ

は 、 同 事 務 局 （

０ ８ ０

－

５ ２ ３ ８

－

３ ３ ９ ８ ）

へ 。 ４ 時 ま で ）  。 観 覧 料 は 一般 １ ４ ０ ０ 円 、

7 0歳 以 上

と 大 学 ・ 高 専 生 １ ２ ０ ０円 。

1 8歳 以 下 は 無 料 。

『 生 』 と 『 死 』
の ド ラ マ が 見 どこ ろ 。  《 聖 な るも の

 

Ｔ Ｈ Ｅ

－  

Ⅳ 》 は 、 庭 に 出現 し た と い う 鳥の 巣 が 描 か れ た作 品 。 巣 の 写 真

「 街 な か 大 学 」 前 期 受 講 生 募 集 中
新 た に ２ 講 座 加 わ る

　
同

 
 

じ

 

テ ー マ の下 で 市 民が 集 まり 、 学 びを 深 め てい る 「 やま ぐ ち 街な か 大学 」  （ 廣中 平 祐 名誉 学 長 ）が 、 今 年

希 望 者 は 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 電 話 番 号 、

「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・ 話 題 」 （ 匿

名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） を 明 記 し 、 は が

き か メ ー ル （ あ て 先 は 題 字 横 参 照 ） で

サ ン デ ー 山 口 「 野 田 弘 志 展 」 係 へ 。 6 月

9 日 （ 木 ） 必 着 。 当 選 発 表 は 、 発 送 を も

っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

「 野 田 弘 志 展 」 招 待 券 ペ ア 5 組

招 待 券 プ レ ゼ ン ト

県 立 美 術 館 で  「 野 田 弘 志 展 」



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ６ 月 ４ 日 ㈯

代 表 取 締 役 　 　 柴 　 田 　 節 　 子

 １ 行 記 事　 「 や ま ぐ ち の 瀬 つ き あ じ 」 １ ㌔ （ １ ０ 尾 前 後 ） の 当 た る キ ャ ン ペ ー ン が １ ５ 日 （ 水 ） ま で 実 施 中 。 応 募 は 県 漁 協 ウ ェ ブ サ イ ト （ htt p s:// w w w.jf- y m g. or.j p/ ） か ら 。

　 6 月 5 日 は 「 環 境 の 日 」 、 そ し て 6 月 は 「 環 境 月 間 」 で す 。
　 「 環 境 の 日 」 は 、 1 9 7 2 年 （ 昭 和 4 7 年 ） に ス ト ッ ク ホ ル ム で 開 催 さ れ た 「 国 連 人 間 環 境 会
議 」 を 記 念 し て 定 め ら れ ま し た 。 さ ら に 日 本 で は 、 6 月 の 1 カ 月 間 を 「 環 境 月 間 」 と 定 め 、
全 国 で さ ま ざ ま な 啓 発 活 動 が 行 わ れ て い ま す 。
　 と は い え 、 「 環 境 の 日 」 の 制 定 か ら 半 世 紀 が 過 ぎ た 現 在 、 地 球 環 境 は よ り 一 層 深 刻 度 を 増
し て い ま す 。 そ の た め 、 2 0 1 5 年 の 国 連 サ ミ ッ ト で は 、 2 0 3 0 年 ま で に 持 続 可 能 で よ り 良 い 世
界 を 目 指 す 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 」 （ S D G s ） が 採 択 も さ れ ま し た 。
　 「 持 続 可 能 な 山 口 」 を 目 指 す た め に も 、 市 民 1 人 1 人 が 環 境 へ の 意 識 を 高 め る こ と が 求 め ら
れ ま す 。 そ こ で 本 特 集 で は 、 地 球 環 境 の 維 持 や 温 暖 化 防 止 に 向 け て 、 「 S D G s 」 「 地 産 地 消 」

「 安 心 ・ 安 全 」 「 リ サ イ ク ル 」 な ど 、 様 々 な 形 で 貢 献 し て い る 地 元 企 業 を 紹 介 し ま す 。
　 こ の 機 会 に 、 わ た し た ち が 暮 ら す 地 球 や 地 域 の 環 境 に つ い て 考 え 、 本 特 集 掲 載 企 業 へ の
応 援 や 利 用 も 含 め 、 行 動 を 起 こ し て み ま せ ん か ？



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ６ 月 ４ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


